
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 第１のレンズ と 第２のレンズ

と、前記光軸方向に移動可能であって、光を遮断する絞り部材と
を有したレンズ鏡筒において、
　前記絞り部材には前記光軸方向に延びる軸部が設けられているとともに、前記第

には前記軸部を前記光軸方向に移動可能に支持する軸受部が設けられており、
　前記第 が前記絞り部材に当接して前記絞り部材を押すことで、前記絞り部材
が前記光軸方向に移動する際、前記第 は前記軸部に当接していることを特徴と
するレンズ鏡筒。
【請求項２】
　 が移動端から所定量移動したときに前記絞り部材に当接することを特
徴とする請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　前記軸受部が、前記第 から前記光軸方向に延びて形成されていることを特徴
とする請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項４】
　前記絞り部材を、前記第 から前記光軸方向に離す方向に付勢する付勢手段を
有することを特徴する請求項１から３のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項５】
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　前記付勢手段が、前記軸部の周囲に取り付けられていることを特徴とする請求項４に記
載のレンズ鏡筒。
【請求項６】
　前記軸部は複数設けられており、前記付勢手段は前記軸部と同数設けられていることを
特徴とする請求項４又は５に記載のレンズ鏡筒。
【請求項７】
　前記絞り部材が、厚さが１ｍｍ以下の板材からなることを特徴とする請求項１から６の
いずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項８】
　前記絞り部材と前記軸部とが一体成形されていることを特徴とする請求項１から７のい
ずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項９】
　前記絞り部材の前記第 に対する移動に抵抗を付与する抵抗手段を有したこと
を特徴とする請求項１から８のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項１０】
　 第１のレンズ群 と 第２のレン
ズ群 と、前記光軸方向に移動可能であって、光を遮断する絞り部
材とを有したレンズ鏡筒において、
　前記絞り部材には前記光軸方向に延びる軸部が設けられているとともに、前記第

には前記軸部を前記光軸方向に移動可能に支持する軸受部が設けられており、
　前記第 が前記絞り部材に当接して前記絞り部材を押すことで、前記絞り部材
が前記光軸方向に移動する際、前記第 は前記軸部に当接していることを特徴と
するレンズ鏡筒。
【請求項１１】
　レンズ と、前記レンズに対して光軸方向に移動可能な第１の移動レ
ンズおよび第２の移動レンズ
と、前記光軸方向に移動可能であって、光を遮断する絞り部材とを有したレンズ鏡筒にお
いて
　前記絞り部材は おり、
　

　前記第１ が前記絞り部材に当接して前記絞り部材を押すことで、前記絞り
部材

　前記第２ が前記絞り部材に当接して前記絞り部材を押すことで、前記絞り
部材

ことを特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項１２】
　請求項１から のいずれかに記載のレンズ鏡筒を備えた
ことを特徴とする光学機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、カメラ等の光学機器に用いられるレンズ鏡筒に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
レンズ鏡筒では、光学性能向上の１つとして、レンズ鏡筒内で発生するフレアーを低減さ
せることが課題となっている。このフレアーが発生すると、全体に霧がかかったような写
真が撮影されてしまい、コントラストが低下してしまう。フレアーの発生原因として考え
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、
、前記光軸方向に延びる軸部を有して

前記レンズが前記第１の移動レンズと前記第２の移動レンズの間に配置されているとと
もに、前記レンズ枠が前記軸部を前記光軸方向に移動可能に支持する軸受部を有しており
、

移動レンズ枠
が前記第２移動レンズ枠側へ移動する際、前記第１移動レンズ枠は前記軸部に当接し

ているとともに、
移動レンズ枠

が前記第１移動レンズ枠側へ移動する際、前記第２移動レンズ枠は前記軸部に当接し
ている

１１



られている主たるものには、撮影に有効でない光の入射や、レンズ有効径外およびレンズ
保持部材等での反射がある。このような有害光を遮断して良好な写真を得るためには、レ
ンズ光学系の一部としてフレアーカット絞りと呼ばれる通過光を限定する手段が用いられ
ている。
【０００３】
ここで、単焦点レンズの場合は、レンズ鏡筒内に固定されたフレアーカット絞りを設ける
ことができる。また、ズームレンズの場合は、焦点距離の変化に合わせてフレアーカット
絞りの位置や絞り径を変化させることが有効である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、フレアーカット絞りの位置や絞り径を変化させるための構造は複雑化・大
型化し易く、特に小型化が求められている最近のカメラでは実現が困難であるという問題
がある。
【０００５】
また、フレアーカット絞りの位置をズーミングによるレンズ群の移動に追従させることが
最良であるが、レンズ鏡筒内に移動群を新たに追加することとなるのでは、スペース上お
よび機構上無理がある。さらに、フレアーカット絞りの移動群をレンズ群間に配設するた
めに、レンズ群間の距離を大きくしなければならなくなり、レンズ光学系に制約が加わっ
てしまうことになる。
【０００６】
　そこで、本願発明 目的は、

機構の複雑化や大型化を伴わずにフレ
アーカット絞りの位置をレンズ群の移動に追従させることができるようにしたレンズ鏡筒
を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、本願第１の発明では、 第
１のレンズ（又は複数枚のレンズから構成される第１のレンズ群）

と 第２のレンズ（又は複数枚のレンズから構成される第２のレンズ群）
と、光軸方向に移動可能であって、光を遮断する絞り部材とを有したレンズ鏡

筒において、絞り部材には光軸方向に延びる軸部が設けられているとともに、
には軸部を光軸方向に移動可能に支持する軸受部が設けられており、第 が絞

り部材に当接して絞り部材を押すことで、絞り部材が光軸方向に移動する際、第
は軸部に当接している。

【０００８】
　すなわち、絞り部材を第 に移動可能に取り付けることにより、新たな移動群
を設けることなく鏡筒内で光軸方向に移動可能な絞り部材を配設し、さらに絞り部材を第

により押して移動させる構成とすることにより、レンズ駆動用と同様なカムヘ
リコイド等を用いない、簡単かつ小型のレンズ鏡筒としている。
【０００９】
　具体的には、絞り部材に光軸方向に延びる複数の軸部を設け、第 にこれら軸
部を光軸方向に移動可能に受ける複数の軸受部を形成するのが望ましい。
【００１０】
　そして、軸受部を第 から光軸方向に延びるように形成して、軸部の光軸方向
に対する傾き（倒れ）を防止して、絞り部材の平面性を保てるようにするのが望ましい。
【００１１】
　また、上記発明において、第 が移動端から所定量移動したときに絞り部材に
当接するように構成し、例えば軸部に必要長さを短くして絞り部材が完全に押し込まれた
状態での軸部の突出量を小さくし、鏡筒の光軸方向のコンパクト化を図るのが望ましい。
【００１２】
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　また、絞り部材を、軸部の周囲に取り付けられたばね等の付勢手段によって
から光軸方向に離す方向に付勢する構成として、 が から離れ

る方向に移動する際にもこの に絞り部材が追従できるようにするのが望まし
い。
【００１３】
なお、絞り部材は、開口部の内周部分での反射によるゴーストの発生をできるだけ防止す
るため、厚さが１ｍｍ以下の板材から形成するのが望ましい。
【００１４】
また、絞り部材と軸部とを一体成形してもよい。
【００１５】
さらに、例えば３つのレンズのうち真ん中のレンズに絞り部材を取り付け、両側のレンズ
によって絞り部材を押動させる構成とする場合には、絞り部材の移動に抵抗を付与する手
段、例えば軸部とガイド部との間に配設された摩擦材を設け、振動等によって絞り部材が
簡単に移動しないようにするのが望ましい。
【００１６】
【発明の実施の形態】
（第１実施形態）
図１、図２および図３は、本発明の第１実施形態である一眼レフカメラ用交換レンズのズ
ームレンズ鏡筒を示している。ここで、図１はフレアーカット絞り部分の斜視図であり、
図２および図３は上記ズームレンズ鏡筒の部分断面図である。なお、図２はテレ端での状
態を、図３はワイド端での状態を示している。
【００１７】
図２において、１はレンズ鏡筒をカメラに取付けるためのマウントである。２はマウント
１を固定するとともに、このレンズ鏡筒の内部構造部材である案内筒３を支持する固定筒
である。
【００１８】
案内筒３の外径側にはカム筒４が、内径側には後述の各レンズ群が径嵌合している。カム
筒４の内周にはバヨネット溝４ａが形成されており、このバヨネット溝４ａには案内筒３
に形成されたバヨネット爪３ａが係合している。このため、カム筒４は、案内筒３により
光軸回りで回転可能に支持される。
【００１９】
５はズームリングであり、本レンズ鏡筒の外観に表れるズーム操作部５ａを有する。この
ズームリング５は、固着部５ｂにてカム筒４にビス等により固着されている。このため、
ズームリング５はカム筒４と一体的に光軸回りで回転可能に案内筒３に支持される。
【００２０】
６は第１レンズ鏡枠であり、内周に第１レンズ群１０１を保持している。この第１レンズ
鏡枠６の外周は案内筒３の内周に径嵌合しており、これにより第１レンズ鏡枠６は光軸方
向に移動可能に支持される。この第１レンズ鏡枠６の背面における第１レンズ群１０１の
外側部分には、後述する絞り軸１０の大径部１０ａに光軸方向にて対向する突当て突起６
ａが設けられている。
【００２１】
７は第１レンズ鏡枠６に固着されたコロであり、本実施形態では、第１レンズ鏡枠６に少
なくとも３つ設けられている。コロ７は、案内筒３の周壁に光軸方向に延びて形成された
案内溝３ｂと、カム筒４に設けられてズーミングによる第１レンズ鏡枠６の移動量を決定
するカム溝４ｂとに係合している。
【００２２】
８は第２レンズ鏡枠であり、内周に第２レンズ群１０２を保持している。この第２レンズ
鏡枠８の外周は案内筒３の後端部に固着されている。すなわち、第２レンズ鏡枠８はズー
ミングによっては移動しない固定群である。
【００２３】
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９はフレアーカット絞り（請求の範囲にいう「絞り部材」）であり、内周の開口部にて有
効光束のみを通過させるように作られている。図４に詳しく示すように、フレアーカット
絞り９の外周部の３箇所には穴９ａが形成されており、これら穴９ａには、絞り軸１０が
差し込まれている。
【００２４】
絞り軸１０には、大径部１０ａ、小径部１０ｂおよびワッシャ用溝部１０ｃが形成されて
おり、穴９ａには小径部１０ｂが挿入され、大径部１０ａがフレアーカット絞り９の前面
（図中の左側面）に突き当たるようになっている。
【００２５】
また、小径部１０ｂは、第２レンズ鏡枠８にフレアーカット絞り９の穴９ａと同位置に同
数設けられた軸受部（請求の範囲にいう「ガイド部」）８ａに挿入されている。これによ
り、絞り軸１０およびフレアーカット絞り９が光軸方向に移動可能に支持される。
【００２６】
絞りワッシャ１２は、絞り軸１０がレンズ鏡枠８の軸受部８ａに挿入された後、ワッシャ
用溝部１０ｃに圧入され、光軸方向前側への絞り軸１０の抜け止め兼フレアーカット絞り
９の位置出しとして機能する。
【００２７】
１１はフレアーカット絞り９を光軸方向前方に付勢する絞りバネ（圧縮バネ）であり、フ
レアーカット絞り９の背面（図中の右側面）と第２レンズ鏡枠８の前面との間であって絞
り軸１０の外周に配置される。
【００２８】
第２レンズ鏡枠８の軸受部８ａ回りには、絞りバネ１１のガイドとなる突起部８ｂが形成
されている。この突起部８ｂの根元は、絞りバネ１１の内径とほぼ同径となっており、絞
りバネ１１の図中右端部を固定している。また、突起部８ｂは根元から前方に向かって小
径となるよう円錐台形状に形成されており、絞りバネ１１の径方向の振れがある場合でも
引っ掛かりなく絞りバネ１１が圧縮変形できるようになっている。
【００２９】
このように、本実施形態の可動式フレアーカット絞りは、フレアーカット絞り９、絞り軸
１０、絞りバネ１１、絞りワッシャ１２および第２レンズ鏡枠８に形成された軸受部８ａ
（突起部８ｂ）からなる簡単な構成で実現されている。なお、絞り軸１０、絞りバネ１１
、絞りワッシャ１２の数はレンズ鏡筒内の他の部品配置等によって変動するが、フレアー
カット絞り９の平面性を保つためには、図１に示すように周方向等分に３箇所配置するこ
とが望ましい。
次に、以上のように構成されたレンズ鏡筒のズーミング動作およびこれに伴うフレアーカ
ット絞り９の動作について、図５を併せ用いて説明する。なお、図５は第１レンズ群１０
１と第２レンズ群１０２とフレアーカット絞り９のズーミングによる移動軌跡を表わして
おり、縦軸は焦点距離を、横軸は光軸方向位置を表わしている。
【００３０】
まず、図２に示すテレ端状態、すなわち第１レンズ鏡枠６（第１レンズ群１０１）と第２
レンズ鏡枠８（第２レンズ群１０２）との間隔が最も広くなった状態では、第１レンズ鏡
枠６の背面がフレアーカット絞り９および絞り軸１０の大径部１０ａから離れ、フレアー
カット絞り９は絞りバネ１１の付勢力によって絞りワッシャ１２が第２レンズ鏡枠８に突
き当たる位置（図５にＳ２で示す位置）まで移動している。つまり、この状態でテレ状態
での最適なフレアーカット絞り位置となるように、絞り軸１０の長さ、絞りワッシャ１２
の位置等が決定されている。
【００３１】
このようなテレ端状態において、操作者（撮影者）がズーム操作部５ａをつかんでこれを
光軸回りで回転させ、ズームリング５に固着されたカム筒４を一体的に回転させると、カ
ム筒４上のカム溝４ｂとマウント１に対して固定されている案内筒３上の案内溝３ｂとに
係合したコロ７が光軸方向後方（ワイド方向）に移動し、コロ７を固着している第１レン
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ズ鏡枠６が同方向に移動する。
【００３２】
こうして、第１レンズ鏡枠６と第２レンズ鏡枠８の間隔が狭まっていき、テレ端からワイ
ド側に向かって移動するのであるが、第１レンズ鏡枠６が所定のミドル位置に達する直前
までは、第１レンズ鏡枠６の背面（突当て突起６ａ）が絞り軸１０の大径部１０ａに当接
しないので、フレアーカット絞り９の位置に変化はない。
【００３３】
しかし、第１レンズ鏡枠６が所定のミドル位置に達すると、第１レンズ鏡枠６の突当て突
起６ａが絞り軸１０の大径部１０ａ（前端面１０ｄ）に当接し、第１レンズ鏡枠６がさら
にワイド側へ移動すると、絞り軸１０およびフレアーカット絞り９は、第１レンズ鏡枠６
の突当て突起６ａにより押されて、図５に示すＳ３（＝Ｓ２）位置から第１レンズ鏡枠６
と一体的に光軸方向後方に移動する。
【００３４】
そして、図３に示すワイド端状態では、フレアーカット絞り９は図５にＳ１で示す位置に
達する。なお、突当て突起６ａの光軸方向突出量は、この状態で最適なフレアーカット絞
り位置となるように決定されている。
【００３５】
ワイド端状態からテレ側にズーミングさせる場合は、操作者（撮影者）によるズーム操作
部５ａの操作によって第１レンズ鏡枠６が光軸方向前方（テレ方向）に移動する。ワイド
端状態にてＳ１位置に位置していたフレアーカット絞り９は、第１レンズ鏡枠６が第２レ
ンズ鏡枠８から離れるのに伴い、絞りバネ１１の付勢力によってこの第１レンズ鏡枠６と
一体的に光軸方向前方に移動する。
【００３６】
第１レンズ鏡枠６がワイド端から所定ミドル位置に移動して、フレアーカット絞り９がＳ
３位置に達すると、絞りワッシャ１２が第２レンズ鏡枠８の背面に当接して、それ以上の
フレアーカット絞り９の前方への移動を阻止するとともに、第１レンズ鏡枠６の突当て突
起６ａが絞り軸１０の大径部１０ａから離脱する。このため、第１レンズ鏡枠６が所定ミ
ドル位置からテレ端に移動する間はフレアーカット絞り９の位置に変化はない。
【００３７】
以上のように、本実施形態によれば、第１レンズ鏡枠６（第１レンズ群１０１）以外に移
動群を新たに設けることなく、可動式のフレアカット絞り９を設けることができる。しか
も、フレアーカット絞り９を第１レンズ鏡枠６により押して移動させる構成としているの
で、第１レンズ鏡枠６を駆動するカム溝４ｂのような駆動手段を設ける必要がない。
【００３８】
なお、本実施形態では、Ｓ３位置で突当て突起６ａと絞り軸１０の大径部１０ａとを突き
当てる構成としているが、これはガタなくスムーズなフレアーカット絞り９の移動を行う
ために有効であり、またフレアーカット絞り９の薄型化・低コスト材料の使用可能等にも
有効である。
【００３９】
また、フレアーカット絞り９のスムーズな移動を疎外する要因としてはフレアーカット絞
り９自身の平面性の悪化による絞り軸１０の倒れによるところが大きいので、本実施形態
では、これを防止するためにも第２レンズ鏡枠８の軸受部８ｂを設けている。
【００４０】
また、フレアーカット絞り９の強度向上のために板厚を厚くすると内径端面の面積が大き
くなり、光学系内の反射面となり易くゴースト等の原因になる。このため、本実施形態で
は、フレアーカット絞り９の強度向上のために板厚を１ｍｍ以下に設定している。
【００４１】
本実施形態では、フレアーカット絞り９を板状に形成しているが、本発明の絞り部材は、
このような形状に特に限定されるものではなく、絞り加工等を使用したりプラスチック等
の成形を用いたりして自由な形状とすることが可能である。
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（第２実施形態）
図６および図７は本発明の第２実施形態である一眼レフカメラ用交換レンズのズームレン
ズ鏡筒を示している。図６は上記レンズ鏡筒のフレアーカット絞り部のテレ端での状態を
示しており、図７はワイド端での状態を示している。
【００４２】
本実施形態の主な部品構成は第１実施形態と同じであるため、第１実施形態と同符号を付
すことによって説明に代える。本実施形態は、フレアーカット絞り９が第２レンズ鏡枠８
の光軸方向後方に配置されている点で第１実施形態と異なる。
【００４３】
本実施形態では、図８に詳しく示すように、大径部１０ａに当接してフレアーカット絞り
９が取り付けられた絞り軸１０が、第２レンズ鏡枠８の軸受部８ａに光軸方向後方から挿
入されている。絞り軸１０の小径部１０ｂの端部には絞りワッシャ１２が圧入固着され、
この絞りワッシャ１２と第２レンズ鏡枠８の前面における軸受部８ａの周囲との間には、
絞り軸１０およびフレアーカット絞り９を光軸方向前方（フレアーカット絞り９が第２レ
ンズ鏡枠８に近づく方向）に付勢する絞りバネ１１が取り付けられている。
【００４４】
このように構成されたレンズ鏡筒では、ズーミングにより第１レンズ鏡枠６がテレ端から
所定ミドル位置に移動するまではフレアーカット絞り９は移動しない。そして、第１レン
ズ鏡枠６が所定ミドル位置に達して絞り軸１０の小径部１０ｂの突き当て面１０ｄに当接
した後、さらに第１レンズ鏡枠６がワイド側に移動すると、絞り軸１０およびフレアーカ
ット絞り９がこの第１レンズ鏡枠６によって押されて第１レンズ鏡枠６と一体的に第２レ
ンズ鏡枠８に対して光軸方向後方に移動する。一方、第１レンズ鏡枠６がワイド端からテ
レ側に移動する場合は、この逆の動作となる。本実施形態での移動軌跡は、図５に示した
移動軌跡（Ｓ１－Ｓ２－Ｓ３曲線）をそのまま第２レンズ群１０２の右側に移動させた軌
跡で表すことができる。
【００４５】
このように、フレアーカット絞り９の位置は、第２レンズ鏡枠８の光軸方向いずれの側に
設けてもよい。言い換えれば、本発明のレンズ鏡筒では、フレアーカット絞りを光学的に
有利な側に配置できる自由度があると言える。
【００４６】
（第３実施形態）
図９、図１０および図１１は本発明の第３実施形態である一眼レフカメラ用交換レンズの
ズームレンズ鏡筒を示している。図９はフレアーカット絞り部分の斜視図であり、図１０
は上記レンズ鏡筒のテレ端での状態を、図１１はワイド端での状態を示している。
【００４７】
図１０において、２１はレンズ鏡筒をカメラに取付けるためのマウントである。２２はマ
ウント２１を固定するとともに、このレンズ鏡筒の内部構造部材である案内筒２３を支持
する固定筒である。
【００４８】
案内筒２３の外径側にはカム筒２４が、内径側には後述の各レンズ群が径嵌合している。
カム筒２４の内周にはバヨネット溝２４ａが形成されており、このバヨネット溝２４ａに
は案内筒２３に形成されたバヨネット爪２３ａが係合している。このため、カム筒２４は
、案内筒２３により光軸回りで回転可能に支持される。
【００４９】
２５はズームリングであり、本レンズ鏡筒の外観に表れるズーム操作部２５ａを有する。
このズームリング２５は、固着部２５ｂにてカム筒２４にビス等により固着されている。
このため、ズームリング２５はカム筒２４と一体的に光軸回りで回転可能に案内筒２３に
支持される。
【００５０】
２６は第１レンズ鏡枠であり、内周に第１レンズ群２０１を保持している。この第１レン
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ズ鏡枠２６の外周は案内筒２３の内周に径嵌合しており、これにより第１レンズ鏡枠２６
は光軸方向に移動可能に支持される。この第１レンズ鏡枠２６の背面における第１レンズ
群２０１の外側部分には、後述する絞り軸３３の大径部３３ａに光軸方向にて対向する突
当て突起２６ａが設けられている。
【００５１】
２７は第１レンズ鏡枠２６に固着されたコロであり、本実施形態では、第１レンズ鏡枠２
６に少なくとも３つ設けられている。コロ２７は、案内筒２３の周壁に光軸方向に延びて
形成された案内溝２３ｂと、カム筒２４に設けられてズーミングによる第１レンズ鏡枠２
６の移動量を決定するカム溝２４ｂとに係合している。
【００５２】
２８は第２レンズ鏡枠であり、内周に第２レンズ群２０２を保持している。この第２レン
ズ鏡枠２８の外周は案内筒２３の内周に径嵌合しており、これにより第２レンズ鏡枠２８
は光軸方向に移動可能に支持される。
【００５３】
２９は第２レンズ鏡枠２８に固着されたコロであり、本実施形態では、第２レンズ鏡枠２
８に少なくとも３つ設けられている。コロ２９は、案内筒２３の周壁に光軸方向に延びて
形成された案内溝２３ｃと、カム筒２４に設けられてズーミングによる第２レンズ鏡枠２
８の移動量を決定するカム溝２４ｃとに係合している。
【００５４】
３０は第３レンズ鏡枠であり、内周に第３レンズ群２０３を保持している。この第３レン
ズ鏡枠３０の外周は案内筒２３の内周に径嵌合しており、これにより第３レンズ鏡枠３０
は光軸方向に移動可能に支持される。また、この第３レンズ鏡枠３０の前面（図中の左側
面）における第３レンズ群２０３の外周部分には、後述する絞り軸３３の小径部３３ｂに
光軸方向にて対向する突起３０ａが設けられている。
【００５５】
３１は第３レンズ鏡枠３０に固着されたコロであり、本実施形態では、第３レンズ鏡枠３
０に少なくとも３つ設けられている。コロ３１は、案内筒２３の周壁に光軸方向に延びて
形成された案内溝２３ｄと、カム筒２４に設けられてズーミングによる第３レンズ鏡枠３
０の移動量を決定するカム溝２４ｄとに係合している。
【００５６】
３２はフレアーカット絞り（請求の範囲にいう「絞り部材」）であり、内周の開口部にて
有効光束のみを通過させるように作られている。図１２に詳しく示すように、フレアーカ
ット絞り３２の外周部の３箇所には穴３２ａが形成されており、これら穴３２ａには、絞
り軸３３が差し込まれている。
【００５７】
絞り軸３３には、大径部３３ａ、小径部３３ｂおよびワッシャ用溝部３３ｃが形成されて
おり、穴３２ａには小径部３３ｂが挿入され、大径部３３ａがフレアーカット絞り３２の
前面（図中の左側面）に突き当たるようになっている。
【００５８】
また、小径部３３ｂは、第２レンズ鏡枠２８にフレアーカット絞り３２の穴３２ａと同位
置に同数設けられた軸受部２８ａに挿入されている。これにより、絞り軸３３およびフレ
アーカット絞り３２が光軸方向に移動可能に支持される。
【００５９】
絞りワッシャ３４は、絞り軸３３が第２レンズ鏡枠２８の軸受部２８ａに挿入された後、
ワッシャ用溝部３３ｃに圧入され、光軸方向前側への絞り軸３３の抜け止め兼フレアーカ
ット絞り３２の位置出しとして機能する。
【００６０】
ここで、小径部３３ｂと軸受部２８ａとに適度な摩擦力を発生させるため、軸受部２８ａ
の内周に摩擦材料３５が塗布されている。摩擦材料３５による摩擦力の大きさは、フレア
ーカット絞り３２自身が自重もしくは振動・衝撃等により光軸方向に移動しない程度で十
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分であり、ズーム操作時のトルクむらをなくすため、できるだけ小さい摩擦力にするのが
望ましい。
【００６１】
このように、本実施形態の可動式フレアーカット絞りは、フレアーカット絞り３２、絞り
軸３３、絞りワッシャ３４および第２レンズ鏡枠２８に形成された軸受部２８ｂからなる
簡単な構成で実現されている。なお、絞り軸３３、絞りワッシャ３４の数はレンズ鏡筒内
の他の部品配置等によって変動するが、フレアーカット絞り３２の平面性を保つためには
、図９に示すように周方向等分に３箇所配置することが望ましい。
次に、以上のように構成されたレンズ鏡筒のズーミング動作およびこれに伴うフレアーカ
ット絞り３２の動作について、図１３を併せ用いて説明する。なお、図１３は第１～第３
レンズ群２０１，２０２，２０３とフレアーカット絞り３２のズーミングによる移動軌跡
を表わしており、縦軸は焦点距離を、横軸は光軸方向位置を表わしている。
【００６２】
まず、図１０に示すテレ端状態、すなわち第１レンズ鏡枠２６（第１レンズ群２０１）と
第２レンズ鏡枠２８（第２レンズ群２０２）との間隔が最も広く、かつ第２レンズ鏡枠２
８と第３レンズ鏡枠３０（第３レンズ群２０３）との間隔が最も狭くなった状態では、第
１レンズ鏡枠２６の背面がフレアーカット絞り３２および絞り軸３３の大径部３３ａから
離れる一方、絞り軸３３の小径部３３ｂが第３レンズ鏡枠３０の突起部３０ａによって押
されることにより、フレアーカット絞り３２は絞りワッシャ３４が第２レンズ鏡枠２８の
背面に突き当たる位置（図１３にＳ２２で示す位置）まで移動している。つまり、この状
態でテレ状態での最適なフレアーカット絞り位置となるように、絞り軸３３の長さや絞り
ワッシャ３４の位置および突起部３０ａの高さ等が決定されている。
【００６３】
このようなテレ端状態において、操作者（撮影者）がズーム操作部２５ａをつかんでこれ
を光軸回りで回転させ、ズームリング２５に固着されたカム筒２４を一体的に回転させる
と、カム筒２４上の各カム溝２４ｂ～２４ｄとマウント２１に対して固定されている案内
筒２３上の各案内溝２３ｂ～２３ｄとに係合したコロ２７，２９，３１が光軸方向後方（
ワイド方向）に移動し、各コロ２７，２９，３１を固着している第１～第３レンズ鏡枠２
６，２８，３０が同方向に移動する。なお、図１３に示すように、第１レンズ鏡枠２６お
よび第３レンズ鏡枠３０の移動量は第２レンズ鏡枠２８の移動量より大きいので、第１レ
ンズ鏡枠２６は第２レンズ鏡枠２８に近づいていき、第３レンズ３０は第２レンズ鏡枠２
８から離れていく。
【００６４】
こうして、第１レンズ鏡枠２６と第２レンズ鏡枠２８の間隔が狭まっていく間、第１レン
ズ鏡枠２６が第１ミドル位置に達する直前までは、第１レンズ鏡枠２６の背面（突当て突
起２６ａ）が絞り軸３３の大径部３３ａに当接しないので、絞り軸３３およびフレアーカ
ット絞り３２の位置に変化はない。しかも、絞り軸３３と軸受部２８ａとの間には摩擦材
料３５の摩擦力が作用しているため、本レンズ鏡筒に振動が加わっても、簡単には絞り軸
３３およびフレアーカット絞り３２の位置は変化しない。
【００６５】
しかし、第１レンズ鏡枠２６が第１ミドル位置に達すると、第１レンズ鏡枠２６の突当て
突起２６ａが絞り軸３３の大径部３３ａ（前端面３３ｅ）に当接し、第１レンズ鏡枠２６
がさらにワイド側へ移動すると、絞り軸３３およびフレアーカット絞り３２は、第１レン
ズ鏡枠２６の突当て突起２６ａにより摩擦材料３５の摩擦力に抗して押され、図１３に示
すＳ２３（＝Ｓ２２）位置から第１レンズ鏡枠２６と一体的に光軸方向後方に移動する。
【００６６】
そして、図１１に示すワイド端状態では、フレアーカット絞り３２は図１３にＳ２１で示
す位置に達する。なお、突当て突起２６ａの光軸方向突出量は、この状態で最適なフレア
ーカット絞り位置となるように決定されている。
【００６７】
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ワイド端状態からテレ側にズーミングさせる場合は、操作者（撮影者）によるズーム操作
部２５ａの操作によって第１～第３レンズ鏡枠２６，２８，３０が光軸方向前方（テレ方
向）に移動する。具体的には、第１レンズ鏡枠２６は第２レンズ鏡枠２８から離れていき
、第３レンズ３０は第２レンズ鏡枠２８に近づいていく。
【００６８】
第２レンズ鏡枠２８と第３レンズ鏡枠３０の間隔が狭まっていく間、第３レンズ鏡枠３０
が第２ミドル位置に達する直前までは、第３レンズ鏡枠３０の突起部３０ａが絞り軸３３
の小径部３３ｂに当接しないので、絞り軸３３およびフレアーカット絞り３２の位置に変
化はない。しかも、絞り軸３３と軸受部２８ａとの間には摩擦材料３５の摩擦力が作用し
ているため、本レンズ鏡筒に振動が加わっても、簡単には絞り軸３３およびフレアーカッ
ト絞り３２の位置は変化しない。なお、第１レンズ鏡枠２６の突当て突起２６ａは、ワイ
ド端からの移動直後に絞り軸３３の大径部３３ａから離脱する。
【００６９】
しかし、第３レンズ鏡枠３０が第２ミドル位置に達すると、第３レンズ鏡枠３０の突起部
３０ａが絞り軸３３の小径部３３ｂ（後端面３３ｄ）に当接し、第３レンズ鏡枠３０がさ
らにワイド側へ移動すると、絞り軸３３およびフレアーカット絞り３２は、第３レンズ鏡
枠３０の突起部３０ａにより摩擦材料３５の摩擦力に抗して押されて、図１３に示すＳ２
４（＝Ｓ２１）位置から第３レンズ鏡枠３０と一体的に光軸方向前方に移動する。
【００７０】
そして、フレアーカット絞り３２がＳ２２位置に達すると、絞りワッシャ３４が第２レン
ズ鏡枠２８の背面に当接して、それ以上のフレアーカット絞り３２の前方への移動を阻止
する。同時に各レンズ鏡枠２６，２８，３０はテレ端状態となる。
【００７１】
以上のように、本実施形態によれば、３つのレンズ鏡枠２６，２８，３０（レンズ群２０
１，２０２，２０３）以外に移動群を新たに設けることなく、可動式のフレアカット絞り
３２を設けることができる。しかも、フレアーカット絞り３２を第１および第３レンズ鏡
枠２６，３０により押して移動させる構成としているので、各レンズ鏡枠２６，２８，３
０を駆動するカム溝２４ｂ～２４ｄのような駆動手段を設ける必要がない。
【００７２】
なお、本実施形態においても、ゴースト等の防止のため、フレアーカット絞り３２の板厚
を１ｍｍ以下に設定している。
【００７３】
また、本実施形態でも、フレアーカット絞り３２を板状に形成したが、本発明の絞り部材
は、このような形状に特に限定されるものではない。
【００７４】
また、本発明は、以上の実施形態および変形例、またはそれら技術要素を必要に応じて組
み合わせて用いてもよい。また、本発明はズームレンズに限らず、２焦点カメラのレンズ
鏡筒にも適用できる。
【００７５】
さらに、本発明は、一眼レフカメラ、レンズシャッタカメラ、ビデオカメラ等、種々の形
態のカメラのレンズ鏡筒に適用することができ、さらにはカメラ以外の光学機器やその他
の装置、さらにはそれらカメラや光学機器やその他の装置に適用される装置またはこれら
を構成する要素に対しても適用することができる。
【００７６】
【発明の効果】
以上説明したように、本願第１の発明によれば、新たな移動群を設けることなく光軸方向
に移動可能な絞り部材を配設することができる。しかも、絞り部材を所定レンズ又は所定
レンズ群以外のレンズにより押して移動させる構成としたので、レンズ駆動用と同様なカ
ムヘリコイド等を用いないで絞り部材を駆動することができる。このため、従来スペース
がなく絞り部材を配設できなかった小型のレンズ鏡筒にも組込みが可能となり、このよう
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なレンズ鏡筒の光学性能の向上を図ることができる。
【００７７】
なお、所定レンズ以外のレンズがこのレンズの移動端から所定量移動したときに絞り部材
に当接するように構成すれば、絞り部材を光軸方向に案内するための軸部に必要な長さを
短くして、絞り部材が完全に押し込まれた状態での軸部の突出量を小さくし、鏡筒の光軸
方向のコンパクト化を図ることができる。
【００７８】
また、軸部を受けるガイド部を所定レンズから光軸方向に延びるように形成すれば、軸部
の光軸方向に対する傾き（倒れ）を防止して、絞り部材の平面性を確実に保つことができ
る。
【００７９】
また、絞り部材を、軸部の周囲に取り付けられたばね等の付勢手段によって所定レンズか
ら光軸方向に離す方向に付勢する構成とすれば、レンズが所定レンズから離れる方向に移
動する際にもこのレンズに絞り部材を追従させることができる。
【００８０】
また、絞り部材の板厚を１ｍｍ以下とすれば、開口部の内周部分での反射によるゴースト
の発生を防止することができる。
【００８１】
さらに、例えば３つのレンズうち真ん中のレンズに絞り部材を取り付け、両側のレンズに
よって絞り部材を押動させる構成において、絞り部材の移動に抵抗を付与する手段を設け
れば、振動等によって絞り部材が簡単に移動することを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態であるレンズ鏡筒のフレアーカット絞り部の斜視図である
。
【図２】上記レンズ鏡筒（テレ状態）の断面図である。
【図３】上記レンズ鏡筒（ワイド状態）の断面図である。
【図４】上記フレアーカット絞り部の部分拡大図である。
【図５】上記レンズ鏡筒におけるレンズ群とフレアーカット絞りのズーミングによる移動
軌跡を示す概念図である。
【図６】本発明の第２実施形態であるレンズ鏡筒（テレ状態）の断面図である。
【図７】上記第２実施形態のレンズ鏡筒（ワイド状態）の断面図である。
【図８】上記第２実施形態のレンズ鏡筒におけるフレアーカット絞り部の部分拡大図であ
る。
【図９】本発明の第３実施形態であるレンズ鏡筒のフレアーカット絞り部の斜視図である
。
【図１０】上記第３実施形態のレンズ鏡筒（テレ状態）の断面図である。
【図１１】上記第３実施形態のレンズ鏡筒（ワイド状態）の断面図である。
【図１２】上記第３実施形態のレンズ鏡筒におけるフレアーカット絞り部の部分拡大図で
ある。
【図１３】上記第３実施形態のレンズ鏡筒におけるレンズ群とフレアーカット絞りのズー
ミングによる移動軌跡を示す概念図である。
【符号の説明】
１０１，２０１　第１レンズ群
１０２，２０２　第２レンズ群
２０３　第３レンズ群
１，２１　マウント
２，２２　固定筒
３，２３　案内筒
４，２４　カム筒
５，２５　ズームリング
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６，２６　第１レンズ鏡枠
７，２７，２９，３１　コロ
８，２８　第２レンズ鏡枠
９，３２　フレアーカット絞り
１０，３３　絞り軸
１１　　絞りバネ
１２，３４　絞りワッシャ
３０　第３レンズ鏡枠
３５　摩擦材

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(12) JP 3754758 B2 2006.3.15



【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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